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【定 例】                        提 出  平成 30 年 5 月 28日 

 

 山  行  報  告  書  
 

山行報告者：今 田 

山 名：  西丹沢 小川谷廊下遡行 (中ノ沢下山)             神奈川県  

入山日：平成 30年 5 月 27 日    帰宅予定日：  5月 27 日 

プラン担当者 正：今田  副：斉藤 

 

参 
 

加 
 

者 
 

L：今田  報：  記： 

小川国、後藤 

 

        

男 4 名 、  女  名、計 4 名 

天候 晴れ時々曇り 

集合時間 午前 6時 7分 集合場所：大宮発ＪＲ湘南新宿ライン  [小田原行]7 号車  

5 月 27日

（日） 

6:07 大宮駅発～6:39 新宿着～6:51 新宿発小田急線(急行)[小田原行] 

8:17 新松田駅～タクシー～9:00 玄倉着～10:00入渓点～10:30入渓 

16:30 デッチ沢遡行終了～17:30 穴平橋周辺～18:30 玄倉よりタクシーで 

山北駅桜の湯へ 

19:31 山北駅発～22:00 頃大宮 

登り 6時間 降り 1時間 

装
備
と
食
糧 

共同装備：ツェルト・ロープ 8mm 50m・カム・簡易アブミ （今田） 

個人装備：雨具・コンパス・地図・水・昼食・行動食・ヘルメット・ハーネス・スリング 

非常食・沢靴・スパッツ・グローブ・エイトカン・カラビナ・着替え 

ヘッドランプ 

     お風呂セット  防虫対策  防水対策                                                                                                                             

感 
 

 
 

想 

新緑の柔らかな日差しの中、遡行を開始 5mの CS では水量が多く足場が無いためアブミ 

とハーケン残地スリングを利用して突破、全員ずぶぬれ。 

滝の裏側を抜けたり大岩が出てきたり変化に富んでいる。石棚のゴルジュは残地ハーケンを利

用して突破、ここも水量が多かった。 

我々は、分岐を左に行ってしまい、大デッチ沢をつめてしまったようだ、結果的には登山道

にすぐ出たが、分岐では地図を確認することが大事だと思った。 

水量が多くパンチの効いたおもしろい沢だった。 

帰りのタクシードライバーが中国の 6000m の山に遠征登山に行った話をしてくれたのが興

味深かった。 

 


